平成23年度　第８回柏市公共下水道事業審議会会議録
１　開催日時
　　　　平成23年1月10日（火）　午後15時00分から
２　開催場所
　　　　柏市役所本庁舎５階　第３委員会室
３　出席者
　　　　（委員）
　　　　落合会長、石川委員、伊藤委員、大室委員、沢田委員、塚本委員、戸田委員、
富田委員、豊田委員、古市委員、村田委員、諸岡委員、結城委員
　　　　
　　　　（事務局）
　　　　秋山市長

山田土木部長、石井土木部次長(兼)下水道整備課長
下水道整備課　市原副参事、高橋主幹、池田副主幹、田中副主幹、西牟田主事、谷本主事
下水道維持管理課　須藤課長、染谷副参事、増渕主幹
（傍聴者）
　　　　1名
４　議事
　前回審議会の内容を踏まえ、事務局側より下記の説明が行われた。

1 30m3を超え50m3までの区分の従量料金単価を191.00円から192.00円に見直しを行う。

2 ①に伴い、料金体系改定後の使用料平均改定率は3.0％から3.1％に変更される。

　　上記について審議委員の承諾を得た後、次の議題へ移行した。

· 柏市公共下水道の使用料及び受益者負担金設定について（答申）

· その他

６　質疑・応答等
【答申】
会　長　　平成23年8月31日付けで諮問があった柏市公共下水道の使用料金及び受益者負担金の設定について慎重に審議した結果、答申書がまとまったためお渡ししたい。
市　長　　審議委員の皆様方には大変お忙しいところ何度もご審議を重ねて頂き、この度答申を頂けた事に対して、落合会長をはじめ審議委員の皆様に厚くお礼申し上げたい。下水道事業は使用者負担が原則である。しかし、下水道を広く浸透させるためにはある程度の政策意図をもって事業を進めていく必要もある事から、現在においても一般会計（税金）からの繰入で補填を行っている状況である。今後下水道事業を末永く維持していくためには、使用料金の値上げが避けられない一方、昨今の厳しい社会経済情勢の中で何故この時期に値上げを行うのかといった市民の皆様の厳しい声も当然聞こえるものと思われる。このような厳しい状況にある中、審議委員の皆様に議論して頂くというのは大変心苦しい内容であったが、このような形でご協力頂いた事に対して改めて感謝申し上げたい。特に市民の皆様に対して今後どのように説明を行い、施策を実行していくかというのは大変難しいところではあるが、今回の答申に沿った形で下水道行政を運営していくよう努めていく。

会　長　　委員の皆さんには、ご多忙の中、ご審議に参加して頂いた事に対し改めてお礼を申し上げたい。
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